平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＤ
単元：

BOOK 3，LESSON8
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）

評価規準：

　5年後の友人に宛てた手紙を書くことができる。

評価方法：

【ライティングテスト】
与えられた情報を参考にして，5年後の友人に宛てた手紙を書くことができるかを評価する。

評価基準：A・B・Cの3段階

①②それぞれにABCをつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

　A:　言語的誤りがほとんどない。

　B:　いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである。

　C:　伝えたい意図が曖昧になるような言語的誤りがいくつかある。

②構成

　A: より効果的な内容・構成である。

　B:　教科書のスピーチの型をほぼ踏襲している。

　C:　十分な情報量を備えていない。

評価課題：

5年後の友人に宛てて，手紙を書きなさい。
解答例：

Dear ○○○○,

  How are you?  I think you’re enjoying your life. 
 Do you remember a lot of memories of our school days at junior high school?
 We liked music very much and played the guitar at the school festival.  We were nervous then, but our band did good performance!  We were excited at that time.
  I think you’re still studying hard to be a music teacher.  I hope your music makes children happy.  Good luck!
                                                         Yours,

                                                                      △△△△
留意点
　生徒の解答例に示した手紙の出来ばえは，評価基準の「①言語的正確さ　A:　言語的誤りがほとんどない」と「②構成　A:　①～③が書かれ，特に①②はいくつかの文からなる，まとまった内容で書かれて段落を作り，手紙全体を構成している。」と判断して，最終的な判定をAとする。




































